AASL STANDARDS 2018学習者基準フレームワークを読んでみよう by 瀧上 幸子






































































































































































































































































- 30 - 
もみなさんにお送りしていると思うのですけれど、例えば今これに書き込んでいただけたら
と思うのですが、これに書き込むことだって共有だと思うんですね、まあいろんなところに
自分がここだったら書き込んだらいいなと左側に新しいスティッキーノートも貼れるよう
になってると思うので、やっていただくと付箋の色とか…私が見せればいいんですね、こう
いう感じに。それこそ成績のこと言われたくないって言うかもしれないけど、学生さんはD
社かRの方かわかるように書いてもらったら、先生は見ているかもしれないよ。そういうの
言っちゃいけないってこと？  
（瀧上）そういうのがプレッシャーなんですよ（笑）。 
（中村）そういうのがダメなのだ、ダメな教師の働きかけ（笑）。 
（瀧上）いやダメな教師じゃない（笑）。 
（中村）とまあこういうこと、これだってウェブサイトっていうものじゃないけど、それで
瀧上さんの問いかけはなんだっけ。 
（瀧上）時間がもしあれば、共有できたらいいなと思うのですけれど、おしてたら次に発表
していただいて。 
（中村）じゃあそうするわ。ごめんなさい。待って、質問はいかがですか、大丈夫ですか。
フレームワークの見方はわかっていただけたでしょうか。では家城先生にお願いして。家城
先生からまた見方を違う角度からお話いただけると思うので。 
 
